
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  前号に引き続き，生徒のみなさんの感想をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自然災害というのは，いつ起きてもおかしくないものと分かって防災を学んでいても，実際にあっ

たときにその知識を行動に移せないと何の意味もない。それを行動に移せた雄勝中の子供たちが素晴

らしいと思った。そのことに校長先生は喜んだ。次に「じゃあ何ができるんだ？」と話していたが，

私はこの考えに，どれだけ子供思いの親切な人なんだろうと思った。私だったら，喜んで安心してこ

れから頑張ろうで終わると思う。それなのに，子供たちのためには何ができるだろうと考え，靴をプ

レゼントしたり，温泉旅行に連れて行ったり，和太鼓でたくさんの思い出を作ったりして子供たちに

できる最善を尽くして最高の思い出をつくった校長先生は，西島さんのような人だと思った。子供た

ちが和太鼓で力強くたくましい演奏をしている動画を見て、鳥肌がたった。自分たちの心にある悲し

み，怒り，不安，希望，未来，様々な感情がたくましく生きていくという意思表示のように思えた。 

また，すごく応援されている気持ちになった。たった数時間話を聞いただけで，すごく興味がひきつ

けられた。それほど雄勝中の生徒，先生に感動したからだと思う。震災という大きな試練を乗り越え

たくましく生きている雄勝中の人，また同じようなことを体験した人は，これからの未来を創ってい

くのだと思った。悲しみを知り,喜びを分かち合える優しい人はなろうと思えば誰だって簡単になれ

るものではないと思った。                        ４組 Ñ,O 
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 震災のすごさ，家をなくしたり母や父を家族をなくした子供たちの気持ちを考えると，よくがんば

れたな感じました。自分があの状況に置かれたら，授業も部活もできないくらい泣いていたと思いま

す。僕たちと同級生が入学するときの新入生代表の言葉が胸にささりました。生きる決意を見出して

入学してきた子供を見ると，やっぱり校長先生はとてもうれしかったと思うし，幸せにしてやるぞと

いう思いがあったと思います。皆は震災を徐々に忘れてきていることが現状で，いじめもたくさん起

きていることから，この講話から自分がどう生きるか，当たり前のことのありがたさを考えることが

できたと思います。                            ４組Ｈ,Ｋ 

 今回の講演で感じたこと，考えたことは大きく１つずつあります。感じたことは，努力の素晴らし

さ，すごさです。生徒の安否確認のための寝泊まりから始め，最後は１人１人が自ら作った太鼓での

演奏をドイツで行うという所までできたことを知り，つらい努力を乗り越え幸せが生まれることの素

晴らしさを知りました。そして，ドイツまで行く手伝いをしてくれた西島さんの素晴らしさについて

考えました。がんになりつらく苦しい思いをしたと思う。自分だったら１度治ったらつらく苦しい思

いをしないために，人のために動こうとはしないと思う。自分の命をけずりながら人を支える。これ

以上に素晴らしいことはないだろう。私はそう考えた。            ２組Ｓ,Ｍ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ １０月１日から制服で登校となります。 

※ ２学期の始業式は，１０月１５日（木）となります。 

※ 校内合唱コンクールは，１０月２３日（金）トークネットホール仙台でおこなわれる予定です。 

 「雄勝中の生徒たち全員が生き残った」という言葉から，私は生徒の家族も職員もみんな無事だっ

たと勝手に思ってしまった。母親を亡くした中 1 の子と４歳の子を見たとき，胸が苦しくなった。母

親が死んだなんてすぐに信じられないだろう。信じたくないだろう。こんな私がいうのはおかしいか

もしれないが，その気持ちはわかる。大好きな人ほど，明日も明後日もずっと生きていてほしい。そ

の中１の子も４歳の子もそんな気持ちだったのだろう。信じたくないという気持ちもわかるが，いつ

かは現実を認めなければならない。その２人の子は，思い切り泣けたのだろうか，泣いた後立ち上が

って前を向けただろうか。たくさんの人の思いを飲み込んだこの震災を決して忘れてはいけない。 

                                       ２組 S,Ｎ 

 「あぁ 曾祖母に会いたいな・・」校長先生の講話を聴き，私は思いました。私の曾祖母は２０１

１年３月１１日の東日本大震災の津波で命を失いました。また，先日の９月１６日には病気で１０２

歳の曾祖父が命を失いました。このように身近な人や大勢の人が亡くなっていることが信じられない

と本日の校長先生の講話を聴き感じました。私は雄勝中学校のテニス部のテニスコートを作る姿や手

作り太鼓を作る姿が，印象に残りました。震災でとても悲しい気持ちだと思うけれど，前を向いてい

る姿が気持ちを切り替えていると思い，その姿は未来を描いていると思いました。  ３組Ａ,Ｋ 

 



※ 後半の予定は後日ご連絡いたします。 

 


